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〈論 説 〉
19世 紀東 中部 ス ウ ェーデ ンにお け る農場分 割
フェーダ教 区の農民農場 を対象 とした考察1820～1890年







1.は じ め に
本 稿 で は,農 場 分 割(hemmansklyvning)に 関す る村 落 レベ ル で の 分析 を通 じて,19世 紀 の ス
ウ ェーデ ンにお け る零細 ・小 農場 の形成 につ いて,村 落形 態 の特 質 と関連付 けて考 察す る こ とを
目的 とす る。
18世 紀 半 ば以降 の 農場 分割 に つ い ては}20世 紀 初頭 以 来,ス ウェ ーデ ン農業 史 お よび 地理 学
にお い て実証研 究が 蓄積 され て きた。 そ の なかで,代 表 的 な古典 的研 究 とみ な され てい るの が,
ニ ルス ・ヴ ォ リー ン(NilsWohlin)の 『18～19世 紀 に おけ る ス ウェー デ ンの土 地 分割 政 策,お よ
び農 民 層 の 資産 状 況 に与 えた影 響 に関 す る概 観』(1912年)で あ る(1)。 こ の800頁 を超 え る大 著
は,政 府 統 計 資 料 の分 析 に基 づ い て,農 場 分 割 の 進 行 に よ って 中 農 層 が 減 少 す る と と もに,零
細 ・小 農層 が増 加 した とす る学説 を提 起 した もの であ る ②。 こ う した総 体 的零 細 農化 論 は,ヘ ッ
ク シャー(EliFHeckscher)や ウ ッテ シュ トレム(GustafUtterstrom)な どの代 表 的 な研 究 者 に よ っ
て継 承 され,1960年 代 末 まで通 説 と され て いた(3)。
だが ヴ ォ リー ン学説 は,1970年 代 に入 る と,ラ ー シュ ・ヘ ル リ ッ ト(LlrsHerlita)と ク リステ
ル ・ヴ ィ ンバ リ(ChristerWinberg)の 史料批 判 に よって大 幅 な修正 を迫 られ るこ とに な る。彼 ら
は,政 府統 計 資料 で は実 際 の農場 数 や経 営 規模 を正確 には把 握 しえな い こ とを指摘 した うえで,
教 区 レベ ル で の実 証 分析 か ら,農 場 分割 と と もに統 合 も進 行 した た め,18世 紀 半 ば以 降 の農 場
数 に大 きな変 化 はみ られ なか った こ とを明 らか に したの で あ る(4)。 こ れ を受 けて,1980年 代 以
降 に地 方 史 レベ ルで の 実証研 究 が進 展 した結 果,ヴ ォ リー ンが 強調 した ほ どに は農場 分割 に よる
零 細 農化 は進 展 しなか っ た とす る見解 が現 在 で は有力 となっ てい る(5)。
とは い え,農 民所 有 地 を 中心 に農場 分割 が 進行 した地 域 もあ る こ とか ら,古 典 的 な学 説 を批判
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的に継承するかたちで,農 場分割による小規模農場の形成に関する実証研究は継続 された。その
一 つ の到 達点 を示 す の が
,ク リステ ル ・パ ー シ ョン(ChristerPersson)のX18～19世 紀 の ス
ウェーデ ンにおける農場分割 に関す る地域 お よび地方 での差異』(1996年)で あ る(6)。この なか
で は,古 典的な農場分割論 とは異なる視点か ら,村 落の周辺部分 に位置す る小 区画の零細 ・小 農
場化に着 目した分析がなされている(η。 そこには,古 典的な研究では看過 されていた,既 存 の農
場の細分化 を伴わない小規模農場の形成過程 を見い出そ うとする優れた視角がある。
ただ し,パ ー ションの研 究で は郡(harad)単 位 のやや巨視的 な比較分析 が 中心 であるこ とか
ら,地 域内における村落 問での農場分割の差異 に関す る考察はなされてお らず,し たがってどの
ような村落において上述の不均一な農場分割が進行 したのか とい う点 についてはr解 明すべ き問
題 として残 されていると思われる。そ こで本稿で は,農 場分割に関する村落 レベルでの比較分析
を通 じて,村 落形態 による農場分割の差異 につ いて考察す ることに したい。 これ によ り,19世
紀のスウェーデ ンにおいて中 ・大農場の経営規模が拡大する一方で零細 ・小農場経営が新 たに形
成 された要因について,村 落形態の特質か ら明 らかにされることになろ う。
分析の対象 として取 り上げるのは,エ ステル イェー トラン ド(◎stergotland)地 方 中部 に位置す
るフェー ダ(Skeda)教 区の村落であ る。す でに別稿 にて論 じた ように,こ の教区 は 「ヴェス タ
ンス トング」(Vastanstang)と よばれ る同地方西部 に広 がる平野 部(slattbygd)を 中心 とした地域
の南端 に位置することか ら,教 区内には平野部 と森林地帯(sk。gsbygd)と の間に広が る中間地帯
(overgangsbygd)の 村 落 も混在 していた{8)。この ように村落形態 が多様であ った こ とか ら,村 落
間での比較分析 を行 うには適 した教 区であると考 えられ る。 もっ とも,ス ウェーデ ン東部では3
～4戸 程度の農場 しか存在 しない小村落が中心であるこ とか ら,こ こでいう 「村落」 とは,孤 立
農場(ensamgard)の 村を含む小規模 な集落であることを予めことわってお く(9)。
なお,農 場分割 は主に農民村落において進展す ることか ら,本 稿では農民農場に焦点をあてて
分析 を行 うこ ととし,貴 族や爵位 を持 たない上層 中間層(ofralsestandspersoner)が 所有す る農場
については,必 要 な場合 を除いて考察の対象外 とする。 また,農 場分割 を問題 とする場合,土 地
市場 の動向や相続制度の影響 についても考察する必要があるのだが,土 地制度 史全般の問題 とな
ることか ら,こ れ らの検討は別稿で扱 うこととし,本 稿では村落形態 との関連 に限定 して考察を
進めることにする。
豆.予 備 的考察
本稿での考察 を進める前提 として,ま ず農場分割の概念を整理 した うえで,実 証分析 で利用 さ
れ る農場経営規模 の区分 につ いて まとめることにしたい。
1.農 場分 割 の概 念
ス ウェ ーデ ン土地 制 度 史 の基 本 概 念 で あ るヘ ム マ ン(hemman)と マ ン ター ル(mantaDに 関す
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る説 明か ら始 め る こ とに した い。ヘ ム マ ンとは,租 税 や 軍税 を負 担す る財 政 上 の単 位 の こ とで,
「完 全 農 場」(helgard)は1ヘ ム マ ンに 相 当 した。 この ヘ ムマ ンは,16世 紀 以 降 はマ ンター ル に
よって数 値化 され,1ヘ ムマ ンは1マ ンタール と言 い換 え られ る よう にな っ た 〔10)。元 来 は,1ヘ
ム マ ン(マ ンタール)が 家 族 の扶 養 と租 税 ・軍税 負 担 を可 能 とす る経 営 規 模(besuttenhet)と され
て い たが,開 墾 や分 割 相続 に よ り1ヘ ム マ ンあ た りの農 場 数 が増 加 した 結果,1/2マ ンター ル の
「半 農場 」(halvgard)や1/4マ ンター ル農 場 な ど も公 認 され たU1)。 この よ うに一 農場 あ た りの マ
ンター ル の数値 が低 下 す る こ とを,ス ウ ェー デ ン農村 史研 究 で はヘ ムマ ン分 割 と よぶ の で あ る
が,本 稿 で はわか りやす く農 場分 割 と意 訳 して い る(12)。
農場 分割 に対 して は,す で に1459年 に農民 層 の租税 負担 能力 の低 下 を 回避 す るた め に禁 令 が
発 布 さ れ て い た がS実 際 に は効 果 は な か っ た(13)。 こ の た め,農 場 分 割 に 対 す る抑 制 政 策
は,1684年 に農民所 有地 であ る担 税 地(skattej。rd)に お い て1/4マ ン ター ル未 満 の 農 場 を非 公 認
と した こ とに よ って本格 的 に開始 され,特 に1730年 代 か ら40年 代前 半 にか けて厳格 に実 施 され
た とみ るのが 通 説 と なっ て い る(14)。た だ し,実 際 に は1/4マ ンター ル未 満 の農場 が存 在 してい
た こ とか ら,農 場 分 割 に対 す る規 制 は必 ず し も貫 徹 して い な か っ た と考 え られ て い る(15/。結
局,重 商 主 義 の 影 響 を受 け た 人 口増 加 奨 励 策 が 志 向 さ れ る な か で,1747年 に 規 制 は 緩 和 さ
れ,1/4マ ン ター ル未満 の農 場 も公認 され る よ うに な った(16)。 さ らに,1827年 に は マ ン ター ル
の 数値 を指 定 した規制 が撤 廃 され た こ とに よ り,農 場 分割 は事 実 上 自由化 され たの で あ る(17)。
こ う した法 制 史 をふ ま えて,ヴ ォリー ンは零 細 農増 加論 を展 開 したの で あ るが,す で にふ れた
とお り,1970年 代 以 降 は この学 説 の見 直 しが進 んで い る。 そ の な か で特 に問題 と され た の が,
政 府 統 計 に記 載 され て い る課 税 単位 区分(hemmansdelar)と 実 際 の 経営 単 位(hemmansbruk)と の
違 いで あ る(18)。 この点 は,農 場 分 割 の概 念 に 関わ る重 要 な問 題 で あ る こ とか ら,内 容 を簡 単 に
整理 してお くことに した い。
図1は,ヴ ォ リー ン学説 批 判 の なか で利 用 され る モ デ ル 図で あ るq9)。 実 線 で 区切 られ た 部 分
を1/8マ ンター ル と仮 定す る と,課 税 単 位 区分 で みた場 合 には8戸 の1/8マ ン ター ル農場 が 存 在
す る こ とに な る。 だが,所 有 単 位 で は農 民CとDが 複 数 の課 税 単 位 区分 を所 有 して い る こ とか
ら6戸 で あ り,さ らに実 際 の 経 営 単位 で は農 民Bは1/8マ ン ター ル農場 を農 民Aに 貸 し出 して
い る こ とか ら5戸 で あ る(3戸 の1/4マ ンタール農場 と2戸 の1/8マ ンタール農場)。 この た め,課 税 単





















lEが 所 有 し,
　
iか つ 耕 イ乍
1
…
}Fが 所 有 し,
iか つ 末井イ乍
課 税 単 位 区 分=8所 有 単 位:6農 場 経 営 単 位:5農 場
資 料:C.Winberg,Folkokningochproletarisering,Goteborg1975,S.179.
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表1リ ッラ ・ゴ ー ラ村 にお け る課 税 単 位 区 分 と経 営 単 位 の差 異(1840年)
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Vadstena(以 下,VaLAと 略 記).
表21840年 の フ ェ ー ダ 教 区 に お け る 課 税 単 位 区 分 と 経 営 単 位 の 農 場 数




⑦1 ⑧ .g 合計




741 14 3 ?g 25 8 5 3 97
資 料:Nilswohlin,Jordstyckningen,Stockholm1911,s.50;MantalslangdOstergotlandstan1840,VaLA.
注)①1以 上 ②3/4以 上1未 満 ③1/2以 上3/4未 満 ④3/8以 上1/2未 満 ⑤11/4以 上3/8未 満
⑥1/8以 上1/4未 満 ⑦1/16以 上1/8未 満 ⑧1/64以 上1/16未 満 ⑨1/256以 上1/64未 満
位 区分 を掲載 した政府統計資料 に依拠 した場合,農 場分割 を過 大に評価す る ことになるのであ
る。
この点につ いて,1840年 の フェーダ教区 における実例で確認 してみ よう。表1は,リ ップ ・
ゴーラ(Liliatiara)村 における状況 を示 した ものである。 この村で は,2人 の農民が複数の課税
単位区分 を合 わせて農場経営 を行っていたため,課 税単位区分では5戸 であるのに対 して,経 営
単位 で は3農 場 で あった⑳ 。 また,教 区全 体(地 主所有地 も含む)で は,表2に 示 され る とお
り,122課 税単位区分 に対 して実際の経営単位は94農 場 であった。
このように,課 税単位 区分 と経営単位では差異がみ られることか ら,本 稿 では経営単位 を基準
として農場分割に関する考察を進めることにする。
2.農 場経 営規 模 の 区分 方 法
18世 紀 末 まで を対 象 と した ス ウェ ー デ ン農村 史研 究 で は,マ ンター ル に基 づ い て 農場 の経 営
規模 を分類 す る こ とが 通 例 であ る。 だ が,マ ン ター ルの設 定 基準 は必 ず しも統 一 され てお らず,
しか も開墾 や 農 業技 術 の向 上 な どの変化 を十分 に は反 映 して い ない た め,19世 紀 に は 同 じ教 区
で あ って も村 毎 に1マ ンター ルの 耕 地 面積 は大 き く異 な って い た(21}。 この ため,19世 紀 初 頭 以
降 を対 象 とす る場 合 に は,マ ンタール を農場 経 営規 模 の基 準 とす る こ とは適 当 で は ない と考 え ら
れ てい る(22)。
これ に代 わ る基準 と して利用 され る のが,不 動 産 税登 録 簿(fastighetstaxeringslangder:通 常は単に
taxeringslangderと 記載 されることが多いので,以 ドでは,徴 税登録簿と表記)に 記 載 されて い る課 税 評価
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表31845年 のフェーダ教区におけるマンタールと課税評価額

















額である。 これは,1810年 に導入 された不動 産特別税(fastighetsbevillning)の課税 額 を決め るた
め に特別税委員会(bevillningskommitte)が 算 定 した土地 と建物 の評価額 のこ とで,市 場価 格 とは
異 なる ものの,一 ・定の基準に従って評価 されてい るこ とか ら,マ ンタールよ りも農場 の経営規模
を正確 に反映 していると考え られている123)。この2つ の基準 を1845年 の フェー一ダ教区 における
事例で比較す ると,標 準 的な規模 とされる1/4以 上1/2未 満 のマ ンタール農場 は330rdr(リ クス
ダ_レ ル)か ら2820rdrま での範 囲に属 してお り,し か も1/8マ ンタール農場 よ りも低 い評価額
の場合 もあった 俵3を 参照)(2A)。この ように両者の問で大 きな差異がみ られることか ら,本 稿 で
はマ ンタールの利用は農場分割の概要を把握す る場合に とどめ,経 営規模の分類 は課税評価額に
基づいて行 うこととす る。
課税評価額は,導 入された当初の1810年 代には十地市場価格 の投機的な変動 に影響 されて毎
年大 きく変動 したが,1823年 に市場価格 とは別の基準での査定が開始 され た後 は安定 的に推移
した。 だが,19世 紀半 ばに土地市場価格 との乖離が大 きくなった ことか ら,1862年 に課税基準
額 は大幅 に引 き上げ られ,し か も約10年 お きに見直 しが なされるように改め られた(Z5)。これに
よ り,1880年 代以降は徐 々に評価 額が上方 に修正 される傾向がみ られ る。 この ため,徴 税登録
簿の史料利用は,1890年 代 まで を限度 とす るのが通例 となっている(26)。以上の点 をふ まえて,
本稿での課税評価額 を利用 した分析は,評 価額が安定的に推移 した1820年 か ら90年 までを対象
とする。
こうした課税評価 額を基準 として用いる場合 には,各 研究者が予め分類 の基準 となる額 を設定
す る必要がある。本稿 では農民農場 を対象 とす ることか ら,農 民村落を主に扱 った先行研究 を参
考に して,表4に 示 した基準額 を設定 した(・)7}。この4区 分 はパー ションによって提示 された も
のであ り,中 ・大農場は余剰生産が可能であ るのに対 して,零 細 ・小農場は耕種農業のみでは生
活 しえない小規模 農場である と定義 されている(28?。表4で は,1862年 に評価額が改正 された こ
と をふ まえて,1862年 か ら79年 につ い て は,一 律 に そ れ まで の5倍 の 評 価 額 と した。 ま
た,1870年 代 には小規模農場 を中心 に同程度の上方修正がな されてい ることか ら,1880年 以降
は小農場 の最低評価 額を79年 までの額の1.4倍 に変更 した(29)。他方,中 ・大農場 の最低評価額
については,1.4倍 とした場合 には一部の農場 で経営規模 の格下げが生 じることか ら,1・2倍 の
額への上方修正に とどめた。
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表4本 稿 に お け る経 営 規 模 の 課 税 評 価 額
1820～1861年 1862～1879年 1880～1890年
大農場 2000rdr以 上 10000rdr以r_ 12000kr以 上
中農場 1000-1999rdr 5000-8999rdr 6000～11999kr
小農場 500～999rdr 25004999rdr 3500-5999kr
零細農場 500rdr未 満
ヨ
2500rdr未 満 3500kr未 満
注)rdr=リ ク ス ダ ー レ ル(1872年 ま で),kr=ク ロ ー ノ ル(73年 以 降)
なお,農 場 に付 随 す る トル プ(torp)や 外 地(utjord)が 表4に 示 した 零細 ・小 農 場 の評 価 額 に
達 した場 合 で も,マ ン ター ル の指定 を受 けて 農場 に転 化 され ない 限 り,以 下 の考 察 で は農民 農場
の戸数 には含 め な い こ と とす る(30)。
皿.フ ェーダ教 区 にお け る農 民農場数 の変遷
本章 で は,村 落 レベ ルでの微 視 的 な分析 を行 うため の基 礎 的 な調査 と して,1820年,45
年,70年,90年 の各時点での農揚 数に関す る分析 を通 じてzフ ェー ダ教 区の農民所 有地 にお け
る農場分割の傾 向を概観 したい。 この教区での農民所 有地の割合は,1845年 には49.2%で あっ
たが,70年 までに58.7%に 上昇 し,全 国平均 とほぼ同 じ水準 とな った。 これ は,農 民が10戸
の農場(合 計3.625マ ンタール:こ のうち2戸 は既存の農民農場に統合)を 地主 層か ら購 入 したの に対
して,地 主による農民農場の購 入はわずか に1戸 にとどまった ことに よる ものである(3ユ)。こう
した旧地主所有地については,農 民農場に転化 された段階で調査対象 とした。
表5は,各 時点での農民農場の戸 数を示 した ものであ る〔32)。合計の戸数 をみ ると,1820年 か
ら45年 にかけて農場統合 によ り74戸 か ら71戸 に減少 したが,70年 まで に84戸 に再 び増加 し
たことがわかる。 これは,地 主層か らの購i入によって農民農場 が増加 したことに加 えて,19世
紀半ばに農場分割が進行 したことによるものである。だが,そ れに もかかわ らず1845年 か ら70
年 にかけて零細 ・小農場の戸数に大 きな変化がみ られないのは,農 場分割に よって零細 ・小農場
が新 たに設置 される一方で,農 場統合や開墾に伴 う中農場化 による小規模農場の減少 も進行 した
ためである(表6を 参照)。 その後は後者 の件数が前者 を上回ったこ とに より,1890年 までに中 ・
表5フ ェーダ教区における農民農場の数(経 営単位)
1820年 1845年 1870年 1890年
大農場 11 13 19 22
中農場 16 15 20 23
小農場 19 16 16 10
零細農場 28 26 29 29
合計 74 70i 84 84
資 料:Mantals-ochtaxeringslangder1820-1890,VaLへ.
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表61845年 と70年 を比較 した場合の農場数の増減とその要因
i





農場分割 4 農場統合 3
評価額の ヒ昇(小 農場の中農場化) 4 農場分割 z
地主層からの購入 2 地主層の購入 1
農場統合 1
小農場
農場分割 4 評価額の上昇 4
評価額の ヒ昇(零 細農場の小農場化) 3 農場統合 3
農場統合 1 農場分割 1
零細農場
農場分割 9 農場統合 5
地主層か らの購入 2 評価額の上昇 3
資 料:Mantals-ochtaxeringslangder1845,70,VaLA.
大 農場 は増加す る一方で小農場 は減少 した。 この結果,1820年 と45年 には60%以 上で あった
零細 ・小農場 の農民農場全体で占める割合は,90年 には46%ま で低下 したのである。
ただ し,こ の ような農場数の変遷 は,平 野部 と中間地帯 の問で大 きな違いがみ られだ33)。 表
7-(1)は,平 野部における農場数の変遷 を示 した ものであ るが,こ の表か らはす でに1820年 の時
点で中 ・大農場 が60%(25中15戸)を 占めてお り,零 細 ・小 農場 は相対的 に少 なか ったこ とが
わかる。その後 も1845年 までに零細 ・小農場 は半減 し,さ らに1870年 には零細 農場 が消滅 して
いることか ら,平 野部では農場統合が進行 した とみ られる。
これ に対 して中間地帯では,小 規模農場の割合 の高 さか ら,農 場分割の傾向が看取 され る。表
7-(2)に示 される とお り,1820年 の時点 では50中37戸 が零細 ・小農場 であ り,平 野部 とは対照
的に,小 規模農場 が全体の70%以 上 を占めていた。この なかで,孤 立農場村落に存在 した8農
場以外は,全 て農場分割 によって形成 された ものであ る。 こうした小規模 農場 の割合 は,19世
紀 半 ば以 降の中 ・大 農場 の増加 に よって低 下 した ものの,1890年 の時点 で も55.4%(65中36
戸)と なってお り,依 然 として小規模 農場が中 ・大農場 の戸数 を上回っていた・このため・中間
地帯では農場分割 による零細 ・小農場 の形成が進展 した と推察 される。
以上 の分析か ら,フ ェー ダ教区では,19世 紀半ばに平野部 を中心 に農場 統合 が進 む一 方で・
中間地帯 において農場分割が進行 したと整理で きよう。 こうした全体 的な動向をふまえて,村 落
レベ ルでの微視的な分析 に移ることに しよう。
N.村 落形態と農場分割
本章では,平 野部の3村 落 と中間地帯の5村 落 を対象 として,農 場数 と経営規模の変遷 につい









中農場 8 9 8 8
小農場 8 4 3 3
零細農場 2 1 0 0
合計 2421 「 19 19
(2}中 間地 帯
1820年 1845年 1870年 1890年
大農場 5 6 11 14
中農場 8 6 12 15
小農場 11 12 13 7
零細農場 26 25 29 29
合計15・ 49 65 65
資料:表5と 同じ
て検討す る。以下 では,10年 毎 の変遷 を示 すこ とにより,前 章 では把握する ことがで きなかっ
た短期的な変化 も考察の対象 としたい。
1.平 野 部
平 野 部 の村 落 の 特徴 は,18世 紀 半 ば まで に太 陽 分 割 制(solskifte)と よば れ る規 則 的 な 形状 の
開放 耕 地 制 が 定着 して い た点 にあ る。 た だ し開放 耕 地 制 は,第 一 次 土 地 整 理:「 大 分 割」(stor-
ski丘e:1757～1827年)と,第 二 次 土 地整 理:「 一 筆 分 割」(enskifte=1807～1827年)な い し は第 三 次
土 地整 理:「 法分 割」(lagaskifte:1827年 以降)に よって解 体 され た。 こ う した村 落 で は,19世 紀
半 ば まで に半 自然 的 な採 草 地(ang)の 耕 地 化 は ほ ぼ完 了 してお り,開 墾 の 余 地 はす で に 限定 さ
れ て いた(34)。
(1)シ ー ロルプ(Syrorp)村:1マ ンター ル
シー ロル プ村 で は,1769年 の 大 分割 の実 施 時 にす で に耕 地 面積 が採 草 地 を上 回 っ て お り,18
世紀 半 ば に は開墾 が本 格 的 に進展 して いた とみ られ る。 この 時点 で は,2戸 の3/8マ ン ター ル農
場 と1戸 の1/4マ ンター ル農 場 の み が存 在 してい た が,そ の後 の分 割 相 続 に よ り,1820年 まで
に1/4マ ンタール の中 農場 の ほか に,零 細 農場 と小 農場 が そ れぞ れ3戸 ず つ形 成 され た(35〕。
表8-(1)は,1820年 以 降 の シー ロル プ村 にお け る農場 数 と経 営 規 模 の変 化 を示 した もの で あ
る。 この表 か らは,1820年 代 か ら40年 代 にか けて 零細 ・小 農 場 の消 滅 して お り,農 場 統 合 の進
行 が窺 える。 これ は,1820年 代 に相続 者 間 での 土地 所 有 権 の整 理 統 合 が 行 わ れ た こ とと,30年
代 か ら40年 代 前 半 にか け て大農 が 小農場 を購 入 した こ とに よる もの で あ る(36>。 そ の後 は農場 分
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表8平 野部の3村 落 における農場数 と経営規模の変化
fjlシ ー ロ ル プ 村
1820年 1830年 1840年 1850年 1860年 !870年 1880年 1890年
一

























{2)デ ー メス トル プ 村
1820年 1830年 1840年 1850年 1860年 1870年 1880年 1890年






















i3オ ー ル ン ダ村
■
i1820年 1830年 1840年 1850年 lsso年 1870年 1880年 1890年
一


































































注1)①:マ ンタール ②:農 場の経営規模 大:大 農場,中:中 農場,小:小 農場 零細:零 細農場。
注2)マ ンタールの数値に*が 付いている農場は,貴 族や上層中間層などの地主層が所有者であることを示している。
資料:Mantals-ochtaxeringsl'angder1820-1890,VaLA;Husforhorslangder,Demograrfiskadatabasen.
割 と統合 のいず れ も発 生す る こ とな く,大 農 場 と中農場 が1戸 ずつ 存在 す る状 態 が維 持 され た・
この よ う に シー ロ ル プ村 で は,19世 紀 初 頭 に農場 分 割 に よ って 零細 ・小 農場 が 形 成 され た も
の の,20年 代 以 降 は農 場 統合 に よ り消 滅 し,19世 紀 半 ば 以 降 は中 ・大 農場 の み とな った。 こ う
した変 遷 は前 章 でみ た平 野部 で の動 向 と一 致す る こ とか ら,平 野 部 にお け る典 型 的 な農場 統合 の
事 例 で あ る と考 え られ る。
(2)デ ー メス トル プ(D6mestorp)村:1マ ンター ル
次 に,上 述 の シー ロ ル プ村 とはや や異 な り,1820年 以 降 に農場 分 割 に よ って一 時 的 に小 規 模
農場 が 形 成 され た事 例 と して,デ ー メス トル プ村 を取 り上 げ てみ た い 。 この 村 で は,1776年 に
大分 割 が実施 され た時 点 で は耕 地 の1.8倍 の 面積 を採 草 地が 占め てお り,平 野 部 の なか で は開墾
が 遅れ て いた(37)。
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大 分割 の段 階 で は2戸 の 農場 が存 在 す るだ け で あ っ たが,19世 紀 初 頭 の 農場 分割 に よ
り,1820年 まで に大 農場 のほか,2戸 の小農場 と1戸 の零細 農場 が新 た に形成 された。 さ ら
に,1820年 代 にも3/16マ ンタール農場 か ら分離 して1/16マ ンタール農場が新設 された(表8-
(2)を参照)。 これ らの小規模農場 には,大 分割(1776年)と 法分割(1829年)の 間 に開墾 された7.3
ヘ クタールの耕地が主に割 り当て られていることか ら,開 墾 に伴 って農場分割が実施 されたと考
えられる(38)。
ただ し,こ うした小規模 農場の形成は一時的な もので}1830年 代 に入る と大農 による購 入 に
伴 い5/8マ ンタ0ル の大 農場 に統合 され た/'39)。この結果,7/8マ ンター ルの大 農場 の ほか に
は,大 分割の実施前か ら存在 していた1/8マ ンタールの小農場 しか残 らなかったのである。その
後は農場分割 と統合のいずれも発生せず,農 場数 と経営規模には変化 はみ られなか った。 このよ
うに1830年 代以降は農場統合の過程 に入っていることか ら,1820年 代 までは農場分割に よる小
規模農場の形成がみ られた ものの,基 本的には上述 のシーロルプ村 と同様の傾向にあったといえ
よう。
(3)オ0ル ンダ(Orlunda)村:5/2マ ンタール
最後に,上 述の2村 落 とは異 な り,農 場統合が進展 しなかったオールンダ村 の事例 も検討 して
お きたい。 この村 では,1775年 に大分割が実施された時点で耕 地 と採草地の面積比 は1:0.4と
なってお り,18世 紀後半 にはすでに開墾の余地は限定されていた(40)。
大分割 の実施時 か ら1820年 までの間は農場数 に変化 はな く,北 農場(N・rrgard)区 と南農場
(Sodergard)区 を合わせて6戸 の農場存在す る状態が維持 されていた。だが1820年 代 に入る と,
表8-(3)に 示 され るとお り,北 農場区において農場分割を通 じて零細 ・小 農場が形成 された。 こ
の なかで5/48マ ンタールの零細農場 は,1842年 の法分割 の際 に農地 の再編 を通 じて5/32マ ン
タールの小 農場に格上げ となっている(41)。これ らの小農場 は,1850年 代以降 も統合 され ること
な く90年 まで存続 した。
この ように農場統合が進展 しなかった点では平野部全体 の傾 向 と異 なる。だが,1830年 以 降
は農場分割 による新たな小規模農場 は設置 されていない点では共通 している ことか ら,オ ール ン
ダ村 の事例 も,19世 紀半 ば以降の平野部では農場分割 は進展 しなか ったことを示 している と解
釈で きよう。
(4)ノJ、手舌
以上の3村 落の分析 か ら,1820年 代 まで は農場分割 による小規模農場 の形成がみ られ る もの
の,そ れ以 降 はむ しろ巾 ・大 農場 に よる統 合 の傾 向が顕著 で あった とい え よう。 このた め,
フェー ダ教区の平野部で は,1830年 代 以降には農場分割 による零細 ・小農場 の形成 は進展 しな
かった と結論付 けるこ とがで きよう。
2.中 間 地帯
19世 紀東中部スウェーデンにおける農場分割47
中 間地 帯 の村 落 の特徴 は,平 野 部 とは対照 的 に,19世 紀 にお い て も開放 耕 地制 が 定 着 す る以
前 の 原初 的 な農業 景 観 が 存続 して いた 点 に あ る(12)。 これ らの村 落 で は,平 野部 に比 べ て採 草 地
の 耕地 へ の転用 が 遅 れ てい たた め,19世 紀 半 ば にお い て も開墾 の余地 が 残 され て いた。
(1)ガ ー タ ン(Gatan)村:1/4マ ン タ0ル
前章 で検 討 した よ うに,フ ェ ー ダ教 区 で は19世 紀 半 ばに 農場 分 割 が 進展 したの で あ るが,こ
の なか で最 もわか りやす い事 例 で ある ガー タ ン村 に関 す る考 察か ら始 め る こ とに した い。 この村
で は,1855年 の時 点 にお い て も10.1ヘ ク ター ルの耕 地 に対 して,採 草 地 はそ の約2.2倍 にあ た
る23ヘ ク ター ル も残 され てい た(43)。 とは い え,1850年 代 に従 来 の920rdr(・J・ 農場に相 当)か ら
1380rdr(中 農場に相当)に 上方 修正 され てい る こ とか ら,19世 紀 半 ばに は本 格 的 な 開墾 に着 手 さ
れ た と考 え られ る囲 。
ガ ー タ ン村 は,1862年 まで孤 立 農場 の村 で あ ったが,63年 に初 めて13/60マ ンター ル の中 農
場 と1/30マ ンター ルの小 農場 に分 割 され た(表9-U)を 参照)。 ただ し,後 者 は トル プが そ の ま ま
零 細農 場 に格 上 げ された もの で あ る こ とか ら,中 農場 の マ ン ター ルは1/4か ら13/60に 低 下 して
い る もの の,経 営 規模 に は変 化 は な か った 闘 。 この よ うに トルプが 農 場 に転 化 され たの は,開
墾 に よ って租 税負 担 に耐 え られ るだ け の経 営 規模 に達 した と判 断 され た た め で あ る と考 え られ
る。 この ため,開 墾地 で の新 農場 の設 置 と同一・の動 きであ る とい って よいだ ろ う。
この ように ガー タ ン村 で は,開 墾 に伴 う トルプ の零細 農場 化 に よって,既 存 の 農場 の細 分化 を
伴 わな いか た ち農場 分割 が実 施 された ので あ る。
(2)イ ンイェ ブ(lngebo)村:1/2マ ンタール
孤 立農 場村 落 にお け る農場 分 割 の事 例 として,イ ンイェ ブ村 で の動 向 につ い て も検 討 してお き
た い。 この村 で は,1865年 に大 分 割 が実 施 され た時 点 で,43.4ヘ ク ター ルの 耕 地 面 積 の 約2.1
倍 にあ た る90.2ヘ ク ター ル を採 草 地が 占めて お り,依 然 と して 開墾 の余 地が残 されて いた 〔46)。
この村 は,1830年 まで 貴族 の所 有 地 で あ った が,31年 に大 農 に売 却 され た。 その 後 も1/2マ
ンター ル の孤 立農 場 と して経 営 され て い たが,1860年 代 に入 る と分割 相 続 に伴 い初 めて 農場 分
割 が実 施 され た。 これ に よ り,従 来 の農 地 を継 承 した1/4マ ン ター ルの 大農 場 と1/8マ ン ター ル
の中農 場 の ほか に,1/16マ ンター ル農 場,5/144マ ン ター ル,4/144マ ン ター ル 農場 の3戸 の小
規模 農 場 も新 た に設置 され た。 これ らの 零細 ・小 農場 は,ガ ー タ ン村 の事例 と同様 に トル プが 農
場 に転 化 され た もの で あ る(47)。 この点 に加 えて,1/4マ ンター ル 農場 が 分割 当 初 か ら大 農場 で
あ った こ とや,1/8マ ン ター ル農場 が1880年 代 まで に大 農 場 の 相 当 す る評 価 額(12000kr)に 上
方 修正 され てい る こ とか ら,開 墾 に よって既 存 の農場 の細 分 化 を回避 しつ つ分 割 が実施 され た と
考 え られ る。
i3/ス トー ラ ・ヴ ィー スエ ッテル(StoraWisatter)村=1/2マ ンター ル
上 述 の2つ の事 例 は孤 立 農場 村 落 で の 農場 分 割 で あ っ たが,次 に19世 紀 初頭 に農 場 分 割 が進
展 した村 落 での 動 向 につ い て,ス トー ラ ・ヴ ィー スエ ッテル村 の事 例 で検 討 したい。
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表9中 間地帯の5村 落 における農場数 と経営規模の変化
(1>ガ ー タ ン村
1820年 1830年 1840年 1850年 1860年 1870年 1880年 ユ890年
① ② ① ② ⑦ ② ⑦ ② ① ② ① ② ① ② !li,2






(21イ ン イ ェ ブ 村
1820年 1830年 ユ840年 1850年 1860年 1870年 玉880年 1890年
〒 　 一}一}〒 一
① ② ⑦ ② ① ② 」 ① ② ① ② ① ② ① ②
一 ← → → 一 十 一 一 一 　 　 F　 一 一 門 一 〒
1/2*大 1/2*大 1/2大 ユ/2大 1/2大 L〆4大 1/4大 1/4大
1/8中 1/8大 1/8大
1/16小 1/16中 1/16中
5/144零 細 5/144零 細 5/144零 細
4/ユ44零 細 4/144零 細 4/144零 細
(3)ス トー ラ ・ヴ ィ ス エ ッ テ ル 村
1820年 1830年 1840年 1850年 1860年 1870年 1880年 1890年
① ② ① ② ① ② ① ② u'2% ① ② ⑦ ② ① ②
1/4中 1/8小 1/8小 1/8小 1//4大 3].5/1260大 315/1260大 315/1260大
1/14小 1/8小 1/8小 1/8小 1/14小 23/1260零 細 23/1260零 細 23/!260零 細
1/14小 1/14小 1/14小 1/14小 1/14小 45/1260零 細 45/1260零 細 45/1260零 細
L〆28零 細 1/14小 1/14小 1/14小 1/14小 89/1260小 247/1260中 44/1260零 細
1/28零 細 1/28零 細 1/28零 細 1/28零 細 ユ/28零 細 45/1260零 細 45/1260零 細
1/28零 細 1/28零 細 1/28零 細 !/28零 細 113/1260小 45/1260零 細
1/28零 細 ユ/28零 細 !/28零 細 113/1260中
(4}シ ー ク テ ブ 村
1820年 1830年 1840年 185G年 1860年 1870年 ユ880年 1890年
L 　 }}一 一r　 一 　 一 一F-一 一 一 一
① ② ;iJ2 /」 ;u'2/ ① ② ① ② `1?:2; ① ②


















1/40零 細 1/40零 細
1レ36中 1レ36中 31/144中 31/72大 31/72大 31%72大 31/72大 31/72大


















1/72零 細 1/72零 細 1/72零 細 1/72零 細
1/72零 細 1/45零 細 レ45零 細
t5)リ ッ ラ ・ゴ ー ラ村
1820年 ユ830年 1840年 1850年 1860年 1870年 1880年 1890年
1① ②
　 }r　 r一 一 寵 汗
① ② ① ② ① ② ① ② ⑦ ② ① ② ① ②
〒 一一 　 F而 ～ πr下 　 r }¶Tn一
1/8零 細 1/8零 細 1/4小 1/4小 1/8零 細 1/16零 細 1/16零 細 ユ/8零 細
1,ノ8零 細 1/8零 細 1!8零 細 1/8零 細 !/8零 細 1/16零 細 1/16零 細 9/80零 細
1/8零 細 ユ/8零 細 1/8零 細 1/8零 細 1/8零 細 5/96零 細 11/96零 細 1/80零 細
!/8零 細 1/8零 細 1/8零 細 7/96零 細 1/96零 細 1/4小
1/8零 細 レ8零 細
1/8零 細 1/8零 細
注1)⑦:マ ンタール ②:農 場 の経営規模 大:大 農場,中:中 農場,小:小 農場,零 細=零 細農場。
注2)マ ンタールの数値 に*が 付 いている農場 は,貴 族 やL層 中間層な どの地主層が所有者である ことを示 してい る。
資料:表8と 同 じ
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この村 では,1789年 に大分割が実施 された時点で,北 西部に13.5ヘ クタールの耕地があるだ
けで,東 部 を中心 に87.6ヘ クタールの採草地が残 されていた。 だが19世 紀 に入る と耕地化が進
み,1874年 まで に耕地面積 は41.9ヘ ク ター ル に拡大 した。それ で も,依 然 として29.4ヘ ク
タールの採草地が残 されていた ことか ら,19世 紀末 におい て も開墾が進展 して いた とみ られ
る(48)。
大分割 の実施時 には2戸 の1/4マ ンタール農場が存在す るだけで あったが,農 場分割 によっ
て,1820年 までに1/4マ ンタールの中農場のほかに,2戸 の1/14マ ンタール農場 と3戸 の1/28
マ ンタール農場が形成 されてい た。 これ らの零細 ・小農場 は,18世 紀末以降の開墾地 に設置 さ
れたことか ら,開 墾に伴 う農場分割が進行 した と考え られる(49)。ただ し1820年 代 には,表9-
(3)に示 される とお り1/4マ ンタール農場が2戸 の1/8マ ンタール農場(小 農場)に 分割 されてお
り,既 存 の農場 の細分化 もみ られた。
1850年 代か ら60年 代前半 にかけては農場統合が進む一方で,1866年 に法分割が実施 された後
は,開 墾地 において零細 農場が新設 される動 きもみ られた。つ ま り,開 墾や農場統合 を通 じて
中 ・大農場の経営規模 の拡大が進 む一方で,村 の東部 を中心に農場分割によって零細農場が新た
に形成 されたのであ る。 この結果,1890年 まで に315/1260マ ンタールの大農場 と113/1260マ
ンタールの中農場の ほかに,5戸 の零細農場が形成 された。
この ようにス トーラ ・ヴィースエ ッテル村 では,19世 紀初頭 と1860年 代以 降に小規模農場が
開墾地 に設置 された ことに より,既 存の農場 の細分化 を伴 わない農場分割が実施 され たのであ
る。
(4)シ ークテブ(Siktebo)村:1マ ンタール
同様に19世 紀初頭にすでに農場 分割が進行 していた村 落 として,シ ークテブ村 の事例 も検討
してお きたい。この村では,1785年 の大分割の実施時には耕 地面積 は14.1ヘ クタールであった
が,19世 紀 を通 じて開墾が進んだことか ら,1874年 までに56.1ヘ クタールに拡大 した(50)・
大分割実施時 には,北 農場 と南農場が孤立農場の形態で存在 していたが,19世 紀 初頭の農場
分割の結果,1820年 までに新 たに中農場(所 有単位では1/5マ ンタールと1/20マ ンタールに分割)と
2戸 の零細 農場が設置 された(51)。さらに,1820年 代前半 に も農場分割が進行 した結果,零 細 ・
小農場 は8戸 まで増加 した(表9-〔4)を 参照)。 これ らの多 くが大分割(1785年)と 一筆分割(1822
年)の 間に開墾 された11.6ヘ クタールの耕地を占めている ことか ら,北 農場 区では既存 の中農
場の細分化がみ られたものの,南 農場 区では中農場の経営規模の縮小 を回避するかたちで農場分
割が実施 された と考 え られる(52)。ただ し,こ れ らの小規模 農場 の一部 は,1830年 代か ら40年
代 にか けて 中 ・大農層 の購入 に よって統 合 され てお り,19世 紀 半 ばには農場分割 は進展 しな
か った。
だが,70年 代 に入る と,南 農場区において再度農場分割が実施 され,1/24マ ンタール農場が
3戸 の零細農場 に分割 された。 この前年の評価額 は,小 農場 の最低 基準額である2500krま で評
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価額が上昇 していたことか ら,開 墾 によって小農場 の規模 まで拡大 した直後 に3戸 の零細農場 に
分割 された とみ られる(53)。このため,大 農場の周辺での開墾 に伴 う農場分割 であった と解釈で
きよう。
この ようにシークテブ村 においても,ス トー ラ ・ヴィースエ ッテル村 の事例 と同様 に,19世
紀初頭 と後半 に開墾地 に小規模農場が設置 された ことにより,既 存の農場 の細分化 を伴わない農
場分割 が行 われたのである。 このため,孤 立農場村 落以外 に も,開 墾 の余地 が残 された場合 に
は,19世 紀半 ば以降に不均一な農場分割 によって小規模農場が設置 されたと考 えられる。
(5)リ ッラ ・ゴーラ(LillaGara)村:1/2マ ンタール
中問地帯の最後の事例 として,中 ・大農場が欠如 した リッラ ・ゴーラ村での農場分割について
検討 したい。 この村 では,1797年 の大分割の際 に4.5ヘ クタールの耕地が3農 場 で分配 され,
さらに1830年 の法分割 において も,7.7ヘ クタールの耕地がほぼ4等 分 された ことにより,4戸
の1/8マ ン ター ル農場(零 細農場)が 散在 し,核 とな る農 場 が欠 如 した村 落形 態 とな って い
た(54)。
こうしたなかで1860年 代後半 に農場分割が実施 され たことに より,零 細農場 は6戸 に増加 し
た(表9-(5)を 参照)。 この段 階での1/8マ ンタールの評価 …額は,小 農場 にほぼ匹敵す る2300rdr
であることか ら,小 農場程度の耕地面積 まで拡大 したことを受けて農場分割が実施 されたとみ ら
られ る(55)。この ように既存 の農場か らの開墾地の分離であることか ら,他 の村での中 ・大農場
の周辺 における小規模農場 の新設 と同様 に,開 墾に伴 う農場分割であった とみて差 し支 えない と
思われる。
(6)小 括
以上の5村 落の分析か ら,ト ルプの零細 ・小農場への転化 にみ られ るように,開 墾地 に小規模
農場が新 たに設置 され る傾 向にあった ことが確認 された。 このため,既 存 の農場の細分化を伴わ
ない農場分割は,後 進性ゆえに開墾の余地が残 されていた原初的な村落において進展 した といえ
よう。
V.総 括
本稿 では,農 場分割に関する村 落問での比較分析 を通 じて,既 存の農場の細分化 を伴わない農
場分割が進行 した村落形態の特質 を検討 した。その結果 をまとめると,以 下のようになろう。
19世 紀半 ばまで に開墾がほぼ完了 していた平野部 の村落では,19世 紀半ば以 降に農場分割 に
よって小規模 な経営が形成 され ることはな く,む しろ中 ・大農場 による統合の傾向が顕著であっ
た。 これ に対 して,19世 紀後半 において も開墾の余地が残 されていた中間地帯 の村 落で は,開
墾に伴 う農場分割が進展 したことによ り,農 場統合や開墾 によって零細 ・小農場 の戸数が減少す
る一方で,開 墾地での小区画の分離 を通 じて新たな小規模農場が形成 されたのである。
以上の考察か ら,パ ーションが指摘 した農場の細分化 を伴わない農場分割は,開 墾の余地が残
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された原初的な村落 において進行 したと結論付 けるこ とができよう。 こう した発展途上 の村落に
おける不均一 な農場 分割が,19世 紀のスウェーデ ンにおいて中 ・大農場 の経営規模 が拡大す る
一方で
,零 細 ・小農場経営が新たに形成 され る一一因 となった と考 えられる。この ような小規模農
場の形成過程 をふ まえて,自 営農民の土地市場や社会流動 について分析することになるのだが,























(7)C.Persson,Regionalsochlakala_,s.65-67.同 様 の 視 点 は,以 下 の 文 献 の な か で も 提 起 さ れ て い る 。
Carl-JohanGadd,1)enagrararevolutionen1700-1870,Stockholm2000,s.205-206;LageRosengren,ノord
ochfolk,Goteborg2001,s.32-41;StaffanGraver,SamhavdochOOragang,Goteborg2002,s.107-114.ま た,こ
れ と は 別 に ス ウ ェ ー デ ン 中 部 や 北 部 を 対 象 と し た 研 究 で は,外 畑 に あ た る 夏 季 の 放 牧 用 地(bod王and)が
常 設 の 農 場 に 転 用 さ れ る 過 程 に 着 目 し た 実 証 分 析 が 進 め ら れ て い る 。'GunnarBodva11,Bodland2norm
Halsingland,Uppsala1959,s.145-155;ElisabethWennersten,Slaktensterritorier,Stockholm2002,s.29,
62;RosemarieFiebranz,Jord,linneellertrakol?,Uppsala2002,s.193-199.
(8)拙 稿 「東 中 部 ス ウ ェ ー デ ン に お け る 農 業 景 観 と 開 墾 一 フ ェ ー ダ 教 区 を 対 象 と し た 一 考 察 一 」 『商 経 論
叢 』(神 奈 川 大 学)第37巻 第2号(2001年),169-189頁 。
(9)ス ウ ェ ー デ ン 東 部 の 村 落 規 模 に つ い て は,MatsHellspong&OrvarLofgren,Landochstad,Lund
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1974,s.55;KerstinSundberg,Resurserochsocialsrelationer,Lund1993,s.37-39.
(10)た だ し,「 土 地 台 帳 」Oordebok)に お け る マ ン タ ー ル の 使 用 は,17世 紀 初 頭 以 降 の こ と で あ る 。 こ
う し た ヘ ム マ ン と マ ン タ ー ル の 関 連 に つ い て は,GabrielThulin,0〃3mantaletI,Stockholm1890,s.39-
40;MariaAgren,"Agandeochbeskattning",iBengtMPLarsson,MatsMorell&JankenMyrdal(red),
.Agrarhistoria,Stockholm1997,s.279;NiklasCserhalmi,Faradmark,Stockholm1998,s.118.な お,マ ン
タ ー ル の 社 会 経 済 的 な 意 味 に つ い て は,拙 稿 「フ ェ ー ダ 教 区 の 家 庭 内 試 問 記 録 簿 に お け る 社 会 階 層 名:
1788年 ～1896年 」 「商 経 論 叢 』(神 奈 川 大 学)第38巻 第4号(2003年),85頁 。
(11)G.Thulin,Ommantalet...,s.47;DavidHannerberg,Svensktagrarsamhalleunder1200ar,Stockholm
1972,s.37-38;C.Winberg,Folko'kning...,s.39.
(12)以 下 の 文 献 で は,ヘ ム マ ン 分 割(hemmansklyvning)と 農 場 分 割(gardsdelning)を 同 義 語 と し て
扱 っ て い る こ と か ら,農 場 分 割 と意 訳 を し て も 問 題 は な い と 考 え ら れ る 。Lars-OlofLarsson,Kolonisation
ochbefolkningsutuecklingidetsvenskaagrarsamhdllet1500-1640,Lund1972,s.36-37.
(13)N.Wohlin,Densvenskajordstyckningspoiitiken...,s.12;E.Wennersten,Sldktens...,s.20.
(14)1/4マ ン タ ー ル の 下 限 は 全 国 一 律 で は な く,一 部 の 地 方 で は 実 状 の 合 わ せ て1/16マ ン タ ー ル と さ れ






エ ス テ ル イ ェ ー ト ラ ン ド地 方 で は,最 低 規 模 が1/8マ ン タ ー ル に 引 き 下 げ ら れ た 。
(17)D.Hannerberg,Svensktagrarsamhdlle...,s。38.C.Winberg,Folkokning.、 。,s.40.た だ し,農 場 分 割 に 対 す
る 法 的 な 規 制 が 完 全 に 撤 廃 さ れ た の は,1881年 の こ と で あ る 。N.Wohlin,Densvenskajordstyckningspoli-
tiken...,s.329;GabrielThulin,OmmantaletII,Stockholm1935,s.116;StenCarlsson,Bondenisvenskhis-
toria,delIII,Stockholm1956,s.207.
(!8)L.Herlitz,Jordegendom_,s。172-1$5;C.Winberg,Folkokning...,s.179-181.た だ し,以 下 の 文 献 で は,




(19)こ の モ デ ル 図 に 基 づ い た 農 場 分 割 の 説 明 に つ い て は,C.Winberg,Fodkokning...,s.179;KalleBack,
Borjantillslutet,Linkoping1992,s.64.
(20)表1の 事 例 は,相 続 人 の 間 で の 賃 借 を 通 じ て 農 場 経 営 の 細 分 化 が 回 避 さ れ て い た こ と を 示 し て い る 。





(22)C,Persson,Regionalaochlokala...,s.86-92.た だ し,19世 紀 に お け る マ ン タ ー ル 基 準 の 有 効 性 を 主 張
す る 研 究 も み ら れ る 。例 え ば,PatrickSvensson,Agraraentreprenorer,Lund2001,s.62-66.
(23)C.PersonRegionalaochlokala_,s.93-94.課 税 評 価 額 に つ い て は,RolfAdamson,Jarnaysattningoch
bruksfinansiering1800-:.i,G6teborg1966,s.122-123.ス ウ ェ ー デ ン 語 のbevillningは,四 身 分 議 会 で の
承 認 を 経 て 賦 課 さ れ る 臨 時 税 を さ す が,19世 紀 に は 毎 年 賦 課 さ れ て い る こ と か ら,本 稿 で は 特 別 税 と 訳
す こ と に す る 。 こ の 特 別 税 に は,1810年 か ら12年 に か け て は,累 進 的 な 所 得 税 と 不 動 産 税 が 併 存 し て いD









同 様 の 実 証 結 果 を 示 し て い る 文 献 と し て,U.Rosen,Himlajord...,s.126.
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